漱石研究の問題点 by 小坂, 晋





疵 囲 で は 、 平 野 臨 氏 が
は っ き り 焚 意 を 表 し 注 1 ‘
漱 石 と 楠 緒 子 文 学 に 詳 し い
井 上 百 合 子 氏 も 肯 定 し
注
2 、










本 槌 次 郎 氏
注
5 も 既 に 楠 緒 子 恋 人 説 を 主





泉 注 6 ‘
塩 日 良 平 注 7 ‘






川 副 国 基
注
10 と い っ た 諸 氏 も そ れ ぞ れ 楠
緒 子 恋 人 説 に 関 心 を 示 し て い る 。
文壇側では、
芥 川 竜 之 介 注 11 、
村
松
梢 風 注 12 ‘
楠 本
こ の 楠 緒 子 恋 人 説 に 対 し て は 、
目下、
毀否烈しい模
明 治 37 年 は 「 水 底 の 感 」
歌 ・ 俳 句 を 論 じ 、 そ の 意 義 を 究 明 し て 行 き た い 。
日]
漱 石 の 俳 句 と 英 文 学
（ 刃 ・ 2 . 8 ) を 寺 田 寅 彦
得 ぺ く 、
現 在 、
な お 未 開 拓 と い っ て よ い 漱 石 の 恋 愛 詩
本 稿 は 、
具 体 的 根 拠 の な い 感 俯 的 な 反 対 者 の 納 得 を
，指
摘 し た 通 り で あ る 。
... 15-
一 方 、




美 貌 の 曲 秀 作 家 、
大 塚 楠 緒 子 と 漱 石 が 、
恰 も ダ ン テ
（ 「 文 学 」 47 . 7 ) で
の 如 く プ ラ ト ニ ッ ク で 葉 隠 的 な 恋 を 、
創 作 活 動 を 通 し
相 聞 歌 的 に 交 わ す こ と に よ り 、
実 生 活 上 、
克 服 し て 行
っ た 事 は 、
拙 稿 「 あ る 相 聞 歌 」
伊 豆 利 彦 氏 は 歴 史 社 会 学 派 的 立 場 か ら 、
時 代 ・ 社会 の
俯 況 を 直 視 す る 余 り 、
漱 石 の 恋 愛 は さ し て 重 要で な い と
批 判 的 で あ
る
注 19 0











憲 吉と り 、 そ く 聞 す る と こ ろ に よ れ ば 、
中 野 好 夫 、
稲 垣 達
郎 と い っ た 諸 氏 も 賛 意 を 表 し て い
る
と




i浮H は 投 登 世 恋 人 説 を 強 力 に 打 ち 出 し た た め 、












松 山 時 代 の 漱 石 の 写 真 の 暗 さ 、
い た ま し さ は
失 恋 で は な ＜ 、
ト ラ ホ ー ム を 病 ん だ 眼 も と の 暗さ に あ る
注
8
と い う 従 来 か ら の 説
l を 繰 り 返 し て い る 。
．



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































し て い る 。
秘 め た る 恋 で や つ れ る 「 彼 女 」 は 、
家庭的
も す ま い 。 雪 花 石 粁 に 劣 ら ぬ 程 滑 ら か な 彼 女 の 膚 を 傷 つ け る こ と
漱 石 は 「 伏 す 萩 の 風 情 に そ れ と 覚 り て よ 」 と レ ジ ュ メ
than 






















に 住 む 学 生 た ち に 対 す る 被 害 意 識 は 明 ら か で あ る 。
こ


























〔 訳 〕 何 に も ロ ベ 出 し ま せ ん で 、
バラのような頌を
腎 虫 同 然 の そ の 秘 め 耶 に 食 わ せ 、
食 わ せ （ 憂 き 思 い に
ふさぎこんで、
忍 耐 の 像 の よ う
じ っ と し て い ま し た 。
こ
不 幸 と 代 助 へ の 愛 に よ っ て 宵 ざ め 倒 れ る 三 千 代 を 想 起さ せ る が 、
漱 石 と 楠 紺 子 は 現 実 に お い て は 一 首 半 句 も
態 度 で 示 す 事 な く 、
詩 歌 、
小 説 を 通 し 、
星 の 瞬 き の よ
う に し か 相 聞 を 交 わ さ な か っ た た
め、
恋 す る も の の 不
確 さ 、
疑 心 暗 鬼 が 両 者 に 拗 い て 、
漱 石 食伏す 「 萩 の 風 惰 」
．In 
と い う 投 げ や り な 菅 宛 の 手 紙 を み れ ば 、
漱石の、
近 所
に 楠 緒 子 の 意 中 を 推 し 菌 っ た も の で あ ろ う 。
漱 石 の 愛
な る ．
因 に 「 三 四 郎 」
( 41
. 9 ) 
の末尾 は 、
恋 を 「 森 の 雪 」 と い う 新 体 詩 に 託 そ う と す る の に 対 し漱 石 は 背春 時 代 、
楠 緒 子 の ． ア ン コ ン シ ア ス
・ ヒ ボ ク ラ









〔 択 〕 し か し 、
彼 女 の 血 は 流 す ま い 。
又 、
雪 よ り 白 く 、 ．
こ の 「 ＊ セ ロ 」 第 五 絲 筋 二 褐 の 印 象 的 語 句 を 漱 石 は ゞ
「 白 菊 に し ば じ た め ら ふ 欽 か な 」 と 詠 ん で い る 。
右 の
楠 緒 子 が 「 総 」 の 末 尾 で 、
現 時 点 に お け る 隊 石 へ の 失
( O
. 7 1 心
． 9 ） の 末 尾 に 応 え て 褐 い た 相 聞 で あ る 。
「器
」
神 坂 旭 士 （ 漱 石 が モ デ ル ） に 対 す る 疑 い を 描 く よ う に に対し
、









alab a s t e r 
arms 
soft 
〔訳〕 彼 女 は 私 の 熱 い 禎 を そ の 腕 の 羽 根 枕 で さ さ え
た．
澄 ん だ 色 合 の 柔 い 石 奇 の よ う な 腕 だ 。
（ 江 藤 遮比 氏
訳 に よ る 。
以 下 同 様 。 ） に 緊 が る 。
こ の 英 詩 は 楠 緒 子 に 対 す る 官 能 的 イ メ ー ジ を 伴 う 唯
一
の






対 す る 禁 欲 に つ い て 示 唆 深 い 文 を 得 い て い る 。事
実、





ん か 、 不 快 、 ・ リ パ ル ジ ョ ソ が 自 然 の 偉 大 な 力 の 前 に 畏縮 す る と 同 時 に 相 手
は
今 迄 の 相 迎 を 忘 れ て 抱 擁 し て い
る
0
け ん か °
細 君 の 病 気 を 起 す 。




a c t i
o
n に あ ら は る A 時 。
細 君 は た
ゞ 致 笑 し て









詰 せ ず 。









明 ら か に 「 逍 点 」
a
章 と 55 章 の 冒 頭 部 及 び 「 夢 十 夜 」
o
f 











fev e r i s h 
head 
on 
を紺し て い る c
し か し こ こ に 描 か れ て い る
「 黄 昏 」 の
と こ ろ で 江 藤 氏 は 前 述 の 官 能 的 イ メ ー ジ を 伴 う 英 詩
つ
。
と し て 鏡 子 を 豚 に （ 勿 論 イ リ ク プ ル な 神 経 衰 弱 の 際 ） 第 十 夜 に 関 辿 す る 。





第 十 夜 に お い て 白 け 渇 い た ぶ よ ぶ よ す る 日 常 性 の
象 数 と し て 豚 を 抽 き 、
豚
に
な め ら れ て 倒 れ る 。
鏡子の
中 の 勅 物 性 、
小 刀 細 工 （ 赤 シ ャ ツ ） 性 、 俗 物 性 を 嫌 悪
し て い た 彼 は 、
それから逃れて第一夢の幻想女性との
夢 幻 世 界 に 入 る が 、 十 夢 で は 現 実 に 妍 り 、
彼 に 映 じ た
縦 子 の 中 の 勅 物 性
・ 俗 物 性
・ 小 刀 細 工 性 と 戦 う 。
しか
し 、
遂 に 本 能 に 破 れ 、
「道





じ た の で こ れ 以 上
融




恰 も 幻 想 世 界 に 生 き た 鏡 花 が 「 高 野 聖 」
な ど で 、
魏 悪 な 現 実 （ 例 え ば ブ ル ジ ョ ア の 卑 俗 さ や 俗
人 ） を 蛇
・ 馬
・ 蛭
・ 藤 と し て 捉 え た の と 通 じ る 面 を 持
に つ い て 『 こ こ で も 女 は 「 金 色 の 髭 」 に 姿 を 変 え さ せら れ
、
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モ ラ ル な 美 的 エ ピ キ
d
ー リ ア ン の 面 （ 不 倫 の 恋 ） を 痛
注 9
「 日 本 文 壇 史 第 78 回 」 ー 夏 目 漱 石 と 上 田 敏 ー
漱 石 は 代 助 や 津 田 の 批 判 を 通 し 、
草 平 と 自 己 の ア ッ
注 8
「 一 以 目 漱 石 」
（昭37)
に 煉 わ れ た 理 由 が 分 ら な い と 述 ぺ て い る 。
注7
「 明 治 女 流 作 家 」
（ 昭 17 )
ク ス か ら 来 て い る と 思 う 。 草 平 は 「 煤 煙 」 以 後 、
漱 石
会
明 治 文 学 史
夏 目 漱 石 」
知 っ て い る か も 知 れ な い と い う 漱 石 の 探 偵 コ ン プ レ ッ
注 6
「 物 故 文 人独 器芭 昭 9
. ll 「 伝 記 」 及 び 「 座 談
ゴ を 批 判 し た も の ） の 秘 密 で あ る 恋 人 浦 子 の 件 を ネ クに 、
小 林 が 津 田 を 強 諮 る 着 想 は 、
草 平 が 自 分 の 意 中 を
3 ) 報」）
「 漱 石 と 大 塚 稲 緒 子 」
を 「 明 暗 」 の 小 林 の 中 に 拡 大 し て 描 い た 。 津 田 （ 漱 石の 美 的 工
＇ピ キ ュ ー リ ア ソ の 而 と ェ ゴ だ け を 顕 微 成 で 拡
大 し 、
同 時 に 大 正 知 識 人 の 美 的 ニ ビ キ ュ ー リ ア ソ と ＝
注5 第 十 二 号
「 漱 石 と 大 塚 保 治 夫 衷 」
(46
. 12 「 日 本 医 事 新
（ 「 日 本 医 事 新 報 」 47
.
注4




極 度 に 妹 い 、
草 平 の 純 心 だ が ラ フ な 面 も 邸 悪 し 、
そ れ
注 3
「 有 る 程 の 菊 な げ 入 汎 よ 」 小 考 （ 「 成 城 文 芸 」
妓 良 の 理 解 者 で あ っ た と 思 う が 、
そ の 次 の 良 き 理 解 者
森 田 草 平 も う す う す 感 じ て い た ら し い 。
漱 石 は 探 偵 を
注 2
日 本 近 代 文 学 会 秋 季 大 会 発 言 ( 47
. 10
. 22 )
な の で あ る 。
芥 川 龍 之 介 と 大 塚 稲 緒 子 は 漱 石 の 哀 情 を 知 っ て い た
段 階 に お い て 漱 石 文 学 の な ぞ を 排 く た め
の
必 須 の 作 業
ゅ く を 買 う か も 知 れ な い 。
し か し 、
こ の 試 み は 現 研 究
敢 後 に 、
漱 石 の 葉 隠 的 な ブ ラ ト ニ ッ ク
・ ラ ヴ を 白 日
．．．．． 
。
の 下 に 直 こ う と す る 試 み は 、
通 俗 的 な 見 地 か ら ひ ん し
注
1
「 文 学 界 」 47
. 10
丸 谷 才 一 と の 対 談
表 の 一 部 を 文 章 化 し た も の で あ る 。 ） 理 解 の た め 、
必 須 な の で あ る 。




11 . 20 稿 了 。
本










「人間を 段 き た い ー 夏 目 漱 石 夫 人 ー 」
注
22
「 明 治 大 正 文 豪 研 究 」 「 日 本 近 代 文 学 」 5 梨 「 漱 石 と 恋 愛 」 41
. 11
（ 「 夏 目 漱 石 研 究 」 新 酒
「 近 代 作 家 伝 （ 下 ） 」 所 収 ） 夏 日 漱 石 ！作 家 評 伝 統
夏 目 漱 石
「
多 佳 女 の 約 束 」
「 漱 石 と そ の 時 代 」「 日 本 近 代 文 学 」 17 集 1 視 座 ー「 写 真 作 家 股 掛 4 夏 目 漱 石 」 44 . 11「 日 本 近 代 文 学 」 17 集 I 視 座 ー「
日 器 戦 争 と 作 家 へ の 道 」
「 あ る 相 聞 歌 」
（ 日 本 文 学 」 47
. 6 )
（ 「 文 芸
注20
．
























林 原 耕 三 「 傲 石 山 房 の 人 々 ・ 」 46










「嗽石と ダ ン テ 」
( 47 .
11 . 20 ) 
ー岡山 大 学 教 菱 部 助 教 授 ー
（ 「 困 文 学 」 学 俎 社 46
. • 9 ) 
- 30-
